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会議報告書 

会議名 令和４年度 草津市立教育研究所 第１回運営委員会 

日 時 令和４年６月１６日（木） 午後３時３０分から午後４時４５分まで 

場 所 草津市立教育研究所 ２階研修室 

出席者 委員：６名 

   糸乗 前  、 藤井 泰三 、 雪竹 幸美 

片山 惠泉 、 西村 旭生 、 真崎 英香 

教育研究所：９名 

  所 長：木村 弘子    副参事：恒松 睦美 

  専門員：湯浅 圭太    研究員：杉本 久美香 

  指導員：西澤 留美子 、小川 絹子 、 西村 奈那子 

  スキルアップアドバイザー：清水 康行 、山﨑 賢 、仲野 忠克 

欠席者 委員：３名  成田 陽子 、 中島 昭子 、 橋本 篤典 

運営委員会の関連資料    ■有（別添のとおり）    □無 

記録作成者 草津市立教育研究所 研究員 杉本 久美香 

 

研究所： 皆様、こんにちは。 

定刻となりましたのでただ今より、令和４年度草津市立教育研究所第１回運営委員会

を始めます。運営委員の皆様には、公私ともご多用のところ、ご出席いただきまして、

ありがとうございます。まず、始めに当研究所の所長木村より挨拶させていただきます。 

所 長： 一言ご挨拶を申しあげます。運営委員の皆様、本日は、ご出席いただきまして 誠にあ

りがとうございます。 

     この 4 月より、私は当研究所に参りまして、前所長をはじめ、これまでに築き上げて

こられたものを引き継いでまいりたいと思っております。また、令和の草津の教育とい

うものを見据え、取り組んでいきたいと思っております。 

     4月から 2か月ほど経ちまして、適応指導教室には 15名程度のお子様が通っておられ

ます。スキルアップの方では、小学校 15名、中学校 10名の先生方のサポートに当たっ

ております。詳しくは、後程、各担当の方からご説明させていただきます。 

運営委員の皆様には、忌憚のないご意見を頂戴したいと思います。どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

研究所： 本運営委員会ですが、傍聴席が設けられますことと、会議の内容が草津市ホームペー

ジで公開されますことをご了解ください。次に自己紹介に入るのですが、お手元の資料

2 ページをご覧ください。最初に資料の誤りがございましたので、この場で訂正させて

いただきます。職員一覧の番号に誤りがあります。４番が２つありますので、訂正して

いただきますよう、よろしくお願いします。申し訳ございませんでした。それでは、運

営委員の皆様から自己紹介をよろしくお願いします。 

     糸乗委員、藤井委員、雪竹委員、橋本委員、片山委員、西村委員、真崎委員 

 



2 

 

研究所： 本日ですが成田陽子様と中島昭子様と橋本篤典様がご欠席となります。よろしくお願

いいたします。 

    続きまして、研究所所員の自己紹介をさせていただきます。 

木村所長・恒松副参事・湯浅専門員・杉本研究員 

適応指導教室担当…小川指導員・西澤指導員・西村指導員 

スキルアップアドバイザー…清水先生・山﨑先生・仲野先生（ICT担当） 

本日、指導主事の奥村と相談員の中谷が欠席させていただいております。よろしくお

願いします。 

なお西澤指導員はこの後、事務所で電話・接客対応のため退室させていただきます。

ご了承ください。 

 この後の進行ですが、資料の１６ページをご覧ください。草津市立教育研究所規則を

掲載しております。第７条に運営委員会の組織に関する記載がございます。３という項

目に「運営委員会に、会長及び副会長をそれぞれ１人置き、委員の互選により選出する」

とあります。これに則り、会長、副会長の選出をお願いしたいと存じます。どのように

させていただいたらよろしいでしょうか。 

委 員： 事務局のお考えはありますでしょうか？ 

研究所： それでは事務局案でございますが、会長には、平成 30年度より運営委員を務めていた

だいており、前年度の会長でもある糸乗委員に引き続きお願いしたいと考えております。     

また、副会長には、本日は欠席されていますが、校長会の代表として担当いただいて

いる成田委員という案でいかがでしょうか。ご賛同いただけますなら、挙手をお願いい

たします。 

 

 委員全員が挙手  

 

挙手多数ですので、会長を糸乗前委員、副会長を成田陽子委員にお願いをします。で

は、これより規則第７条第４により、糸乗会長に議長として議事進行をお願いしたいと

思います。お席のご移動をお願いします。 

 

 糸乗前会長 議事席へ移動  

 

会 長： それでは、ただ今より第一回草津市立教育研究所運営員会の議事進行を務めさせてい

ただきます。円滑な議事進行にご協力をお願いします。まずは、本日の運営委員の出席

状況を教えていただけますか。 

研究所： ６名になります。 

会 長： 本日は運営委員１０名のうち、6名の方がご参加いただいております。半数を超えてい

ますので本運営委員会は成立します。 

それでは、本会の次第４、今年度の事業概要の説明を事務局よりお願いします。 

令和４年度事業概要について各担当者より説明 

※別添資料（１）（２）に沿って説明 
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       ① 研究所の事業概要および研修事業（所員） 

       ② 調査研究に関する事業（研究員） 

       ③ 教育相談に関する事業およびやまびこ適応教室について（副参事） 

       ④ スキルアップ事業（所員） 

       ⑤ その他（所員） 

 

会 長： ありがとうございました。それでは、これより質疑に入ります。どなたからでも結構

ですので、ご質問、ご意見、ご感想等、合わせてお願いします。 

委 員： 調査研究のところで出てきた「わたしたちの草津」について、現物があれば見せてい

ただきたいです。今、子どもたちがどんなものを使っているのか、ぜひ見せてください。 

 

 所員から現在使用している副読本「わたしたちの草津」を配布  

 

委 員：今回の部分改訂では、どういったところを改訂されたのですか？ 

研究所：グラフや資料のデータ等を新しいものに差し替えました。また、単元ごとに SDGｓと関

連付けながら、番号を入れています。また、草津は ICT教育にも力を入れていますので、

子どもたちがタブレットを活用して資料や HP が読み取れるように QR コードを掲載し

ています。 

委 員： QRコードは前回の副読本にはなかったのですね。今回の改訂でタブレット学習がより

進むように工夫されているのですね。 

会 長： すごく大変な作業を先生方がされているのですね。それぞれの項目（単元）ごとに、

SDGｓと関連づけるだけでも大変だと思います。 

委 員： 今回改訂された原稿は見せていただけますか？ 

 

 所員から部分改訂された新しい副読本の原稿を配布  

 

委 員：デジタル教科書レベルの内容になっていますね。この副読本の内容を電子黒板などに写

したりすることもできるのですか？ 

研究所： 当研究所のHPに副読本の原稿を単元ごとに PDF化して掲載していますので、そちら

から、先生方には授業で活用していただけるようになっています。 

会 長：そうすると、先生方は、デジタル教科書のようにそのデータを授業の中で使うことがで

きるのですね。他の教科のデジタル教科書ですら、活用がまだ始まったばかりのところ

もある中で、とても進んでいることがわかります。 

研究所： 副読本の中の内容につきましても、関係機関等に照会をかけながら、より最新の情報

になるように１つ１つ確認をとっているところです。 

会 長： こうやってデジタル化が進んでくると、教科書をすべてデジタル化した方がいいのか？

といった議論も出てくるでしょうね。実際にこうして作って試していくことで見えてく

る部分もあると思います。 

委 員： 個人的には、教科書をペラペラとめくりながら学んでいく学習も大事かなと思うので
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すが、社会の流れもあるのでどうなっていくでしょうね。 

委 員： 新しい副読本についても電子黒板に写すことができるのですか。 

研究所： はい。新しい副読本につきましても、HP でデータを PDF 化して掲載する予定です。 

     今年度は、その副読本に合わせた指導書の作成を編集委員さんと事務局の方でさせて

いただく予定です。来年度の 3年生から、この新しい副読本を使用していきます。 

委 員： 今の３年生も 4年生になったら新しい副読本を使うのですか？ 

研究所： 今の 3年生は、すでに持っている今の副読本を使います。 

会 長： 指導書の作成に関しても、先生方と一緒に作成されるということでしたが、先生方も

これまでの指導された内容などを反映させながら作成されるということですか？ 

研究所： 今年度の編集委員を募るときに、これまでに市内で３，４年生をご指導された経験の

ある方をできるだけ出していただきたいとお伝えして、各校から 1 名ずつ出ていただい

ています。 

会 長： ご指導経験を活かして作成されていくのですね。それでは、その他の事業についても

ご意見いかがですか？ 

委 員： 調査研究の今年度の研究に関して、授業の内容や授業時間はどのくらい予定されてい

るのでしょうか。また、算数科で実施されるということですが、算数科の学力はいわゆ

る見える学力だと思うのですが、子どもたちに実施するアンケートでは、子どもたちの

主観だけで終わってしまわないかなというのが１つ疑問です。子どもたちの意識に関す

るアンケートだけでなく、見える学力としてテストやデータなどを実施して分析するよ

うなことはされないのでしょうか？ 

研究所： 授業内容については、データ活用領域の「帯グラフと円グラフ」のところで実施しよ

うと考えています。今回は、単元の中の本時という位置づけではなく、単元を通しての

研究として計画を立てています。単元の導入でパフォーマンス課題を与えて、そのとき

に子どもたちに課題を見つけるという活動を行います。それが、最初の調査ということ

になります。おそらく、最初の調査では子どもたちはなかなか課題を見つけられないか

なと想定しています。そこから課題を解決するために帯グラフと円グラフに関わる基礎

的・基本的なことを単元の前半で学んでいきます。その先の発展として、後半では最初

に持った課題についてどのように解決していくのか、前半で学んだことを生かして取り

組んでいくということをします。そして、すべての学習が終わった最後に、また別の課

題を見つけるという調査を行ったときに、どのように変わるかというところを研究しよ

うとしています。ですから、今回の研究は、知識などの学力的な部分というよりは、子

どもたちが「はてな」を見つける、課題を見つける力がどのくらいつけられるかという

ことを目指してやっていこうと思っています。 

会 長： 課題発見、課題解決…探究活動になるのかなと思います。小学校から、探究活動が始

まるということですね。今、京都の進学校や高校などで探究活動に力を入れることで、

大学への進学率を上げているという情報もあります。中学校でもそのような取り組みに

力を入れようとしているところもあります。それを小学校でやってみようというのは、

少し難しいのかなとも思うのですが、それに挑戦されるというのはいいと思います。課

題を見つけるというのは大変なことなので、そこをどういうふうにされるのか、大変興
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味深く聞かせていただきました。 

研究所： ありがとうございます。 

委 員： 10月、11月のこの単元でいきなり課題を見つけるというのは、子どもたちにとっても

難しいと思うので、個人的にはそれまでに種まきというか、課題を考える機会というの

を子どもたちに与えておいてあげる方がいいのではないかと思います。練習などをやっ

ておいてもいいのかなと思います。 

     だいぶ、話は変わりますが、長野県の方では、イエナプランというものを実践してい

る学校があります。この時間に何を学ぶかを子どもたちが自分で計画を立てて、時間割

なども子どもたちで作っているそうです。自分もそんなに詳しくはないですが、広島県

でもイエナプランを公立の学校で実践しようとしているけれど苦労しているというニュ

ースもありました。どうしてもそこまで思い切るのは難しいのですが、この時間の中で

課題を見つけようという形になりがちなので、それよりは、これまでの積み重ねの中で

課題を見つけようという方がいいと思います。子どもたちとしても、いきなりは戸惑う

かもしれないですし、授業者としてもなかなか子どもたちが課題を見つけられなかった

ら焦ってしまってよくないと思うので、それまでの積み重ねがあった方がいいと思いま

す。 

研究所： ご意見、ありがとうございます。 

会 長： 最初は、ゼロからスタートしてそこから探究していき、最後にできるようになること

を目指されているのかなと思います。今、やってみて全員ができることというよりは、

できる子とできない子がいる中で、いろいろな工夫を授業の中で行い、体験を通して、

できる子を増やしていくことをめざされているのだと思います。どうなっていくのか、

楽しみです。 

研究所： ありがとうございます。 

会 長： 他に皆さん、ご意見ありませんか？ 

委 員： 少し違う視点からお話してもいいですか。１つの課題を子どもたちがずっと探究して

いく学習を提案しておられました。それは、今までの日本の画一的な学習には問題や反

省点がいくつもあったからだと思います。私も、それは新しい教育の流れの１つだと思

います。でも、私がフランスの日本人学校を訪れたときに、フランスの教育委員会の人

たちがたくさん日本人学校に来られていました。なぜ、日本の教育力はあんなに高いの

かと日本の教育にとても関心を持っておられていて、その秘密を知りたいからだそうで

す。そうして交流をしていく中で、我々日本人は画一的な学びを変えようとしている一

方で、フランスの人たちは逆のことをしようとされていることがわかりました。フラン

スでは、早くから個性の伸長など個々を大切にしていったが、その分教育レベルがなか

なか揃わないといった課題が出てきたようです。つまり、それぞれの国には、それぞれ

の国の課題があるなということを思いました。今の草津でも、新しい流れにのってやっ

ていくというのはとても大事なことだとは思うのですが、今までの教育のよさというの

もやはり忘れないでいきたい、そうしないと大きな落とし穴があると感じます。年長者

の私が言うのも何ですが、戦後日本がここまで復興してきたのは教育の力だと思います。 

    それも、子どもたちをある一定のレベルまで上げていこうという意識がとても強かった
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のだと思います。そんなことを片隅に置きながら、子どもたちに基礎・基本をしっかり

学んでほしいという思いもあります。私の願いとしては、子どもたちがいろいろな課題

を追求していくのに、足元をしっかり固めてから進めてほしいと思います。 

委 員： 今、現場では大量採用の先生方が抜けていき、若い先生方がどんどん増えてきていま

す。活力はとてもあります。新しいことに対しても、若い先生方は柔軟に対応して、吸

収力もあり、デジタルにも強いです。一方で感じるのは、日本が戦後、大事にしてきた

教育技術に関しては、ちゃんと引き継がれているのかなということです。そこをもっと

つかめたら、もっと授業はわかりやすいし、面白くなる、もっとよくなるということを

肌で感じます。私たちが教師を始めたころは、教科書も白黒の時代で、地図を見せるの

でもとても苦労していました。でも、だからこそ本物を見せたい、よりカラーで対応で

きないかなど、今とは違う教材研究をしていました。今は、ボタン１つでパッと欲しい

情報を与えることができるのですが、そのように情報をどんどん与えるばかりでいいか

というとそうではないと思います。本当に子どもたちに見せたいものをどう見せるか、

映像や画像だけでなく押さえたい大事な部分を授業でどう勝負するか、子どもたちに学

んでほしいところをどうしていくかを考えたときに、ときにはアナログのよさも生かし

ていけたらと思います。ただ、学ばせるべきこともあるので取捨選択をしていかなけれ

ばならないのですが。そういう意味では、スキルアップの先生方は若い先生方の授業を

見て、たくさんのことを教えていただけて、それがとても大事だと思います。私も自分

が指導しているときは、次のテストまでにここまで進まなければ、他の先生方と歩調を

合わさなければ、などいろいろ考えていて、やりっぱなしの授業はよくないと言われて

いたけれど、忙しい中でなかなか授業を振り返ることができないことが多かったです。

自分の授業について考えるのは、指定された授業や校内研究の授業のときぐらいでした。

日々は追い回されています。でも、スキルアップの授業では、そのようなかしこまった

授業ではなく普段の授業を見てもらって、「ここがよかったよ」「もっとこうしてみたら」

と優しく指導してもらえるので、先生方にとってもよい機会になると思います。通常で

は、他の先生方に自分の授業を見てもらって助言いただく機会はなかなかないので、研

究所の皆さんには、それをしていただいていると思っています。有難いなと思っていま

すし、研究所でもそういうところを大事にしておられるのだなと感じています。 

研究所： 今、お話にあったように、まさに草津市では、デジタルとアナログを融合させたハイ

ブリット型の授業を目指していこうということをしています。草津型アクティブラーニ

ングをめざして授業づくりをしています。実際に授業を見せてもらいに行くと、電子黒

板をデジタルで使ったり、PowerPointで資料を提示したり、一方で黒板を使って指導さ

れたりしています。 

 

 

 

 

委 員： 私たち世代には、そういうの（ハイブリット型など）は、難しいですね。ただ、私は理

科を専門にしてきました。理科の授業で子どもたちを外に連れ出して「今日は虫の観察
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をしようね」と話しても子どもたちは虫ばっかり見てはいないですよね。一生懸命に花

を見ていたり、においをかいでいたり、いろいろなことをしています。でも実は、その

活動が後の学習で大事になってくるわけです。じゃあ、そういう活動を重視して、外に

連れ出すばかりをしていていいのか、それとも「虫のことを学ぶ」と絞り込んで目的に

合わせた内容にしていくのがいいのかと迷います。ただ、どうしても今は、効率の良さ

ばかりを考えてしまいますが、私は学習には無駄があってもいいように思います。また、

そういう視点も持って取り組んでいただけたらと思います。 

会 長： 皆さんのお話から、「不易と流行」という言葉が思い浮かびましたけど、やはり大事に

しなければいけないこともあるし、新しくしていく必要があるべきところもあるのかな

と思いました。今は、両方ができるようになってきたのかなとも思います。本物にふれ

ることも大切ですし、画像でもっと詳しく調べることもできるようにもなったので、草

津型のアクティブラーニングの形を模索していけるといいのかなと思います。 

委 員： 実際、スキルアップの先生方は授業を見ていただいて、どうですかね？ 

会 長： 小学校とかで実際に見ていただいているスキルアップの先生方、いかがでしょうか？ 

研究所： スキルアップで私が心がけているのは、先生方自身が意欲を持ってくれること、それ

から、先ほどの話にもつながりますが、先生方自身が自分の授業の課題を自分で見つけ

られるように支援をするというのを心がけて行かせていただいています。委員の皆さん

からも先ほどご意見あったように、どれがいい、どれが悪いというのは決められないし、

先生方自身が「あそこはもっとこうしたらよかったかな」と気づけるような視点を話し

たり、学習を深めるための ICT機器の使い方の例を紹介したりして「こんなやり方もあ

るのか」と知ってもらうような話をしています。こんな形で、先生方自身が意欲とやり

がいを持てるようにすることが、まず一番の目的です。 

研究所： 私も話を聞かせていただいて、子どもたちの周りにはデジタルの情報があふれていま

す。先生方もそうですね。そのデジタルのものを効果的に取捨選択して活用できるかと

いうのがテーマになっていますね。当然、現実のものから学ぶというのは、五感で学ぶ

ということで、課題を解決するための根源的なものだと思います。ただ、そこから子ど

もたちが写真や映像を撮って、それを拡大してものを見つけていくとか、インターネッ

トを活用してさらに詳しく調べて興味を広げていくこともできます。学ぶ活動というこ

とが、子ども一人ひとり、そこから派生してどんどん広がっていくわけです。そこから

学ぶ力を教師の中で交流させていくというのが今すごく課題になっています。それに、

タブレットや ICT機器をどう活用できるのかということについて教室で支援させてもら

いながら、私自身も先生方から学ばせてもらってそれらを他の先生方に還元しています。

今は、新たな学びをそこでしていくという過程だと思っています。 

会 長： ありがとうございます。他にご意見はありませんか？ 

委 員： 今、我が子が中学生になって子育て真っ只中にあるのですが、中学生の子どもたちが

やまびこ教育相談室を利用していたり、教育相談にも乗っていただけたりすることを知

って、親としても大変心強いなと思いながらお話を聞かせていただいていました。適応

指導教室での活動も写真や資料をいろいろ見せていただいていて、適応指導教室に通う

お子さんたちが少しずつ外に出かけたり、ボランティア活動したりしながら、いずれは
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学校・学級に戻っていけるように子どもたちをご支援していただいているということが

わかりました。そのボランティア活動のことで１つ気になったのですが、さつまいもの

収穫祭などは子どもたちが大好きで、自然に触れることで自信のなかった子どもたちが

「じゃあ、やってみようかな」と自信がつくよい機会ですが、その中で子どもたちに「役

割」を与えてみてもいいのではないかなと思いました。私のしているボランティア活動

の１つで２００冊ほどの図書を無料で貸し出すという活動をさせてもらったことがあり

ました。そのときに我が子たちも一緒についてきまして、特に「これをして」と役割を

与えたわけではなかったのですが、自然と来てくれた人に「これ、どうぞ」と声をかけ

たり、小さなお子さん連れの人に絵本を出してあげたりして手伝ってくれていました。

役割をこちらから持たせたわけではなかったのですが、自分たちにできることをして自

信をつけて「これは、ぼくたちでもできた」という責任とまではいかないかもしれない

ですが、正義感と言いますか、そういったものが芽生えたようなところがありました。

そういうことも子どもたちがしていけるといいのではないかなと思いました。 

研究所： 今、とても大切なことを言っていただきました。去年も含めてここ２年くらいは、コ

ロナのこともあって、なかなかそういった課外活動ができない状況にありました。でも、

やはり普段の活動はもちろんすごく大切なのでそこは大切にしつつ、また違う機会とし

て一歩外に出てみるなど、今まで何かできないと思っていたことができるような機会が

子どもたちにとってとても大切だなと感じています。なかなか、ここの子どもたちを連

れて行くということはまだできていないのですが、学校とかに行かせていただいて不登

校のお子さんとかの相談に当たると、親御さんからフリーマーケットで販売するときに、

学校では全然しゃべらないけれども一緒についてきて、おつりなどをわたす活動に取り

組めて自信につながり、成長することができたといったお話を聞くこともあります。何

か今のご意見を参考にさせていただきながら、できたらいいなと思います。展覧会のと

きなどは、先生が来てくださったときに作品の説明を少し自分たちでするということで

少しがんばっている姿もあるのですが、また何か方法を探せていけたらなと思います。 

    ありがとうございます。 

委 員： 以前、ご縁があって「JAGUAR の部屋」に通う小中学生で不登校のお子さんが週一回

火曜日に来られていました。そのときに、少しずつ役割を与えてやってみるというのを

していて、それが難しい子は私といっしょに過ごすというふうにして、徐々に徐々にそ

ういう活動をされていくと、学校では難しい活動だとは思うのですが、子どもたちにそ

ういう場面が与えられたら、何もないわけではないのですが、もっと広がりができるの

かなと思いました。 

会 長： 今のお話を聞いていると、子どもたちが表現するというのが大事なのかなと思いまし

た。それがいろいろな形でできるようになって自信になり、さらに広がっていくので、

まさに発表会などがそうだと思います。自分でやって人に見せるということが表現のス

タートになるので、ただそれが今のこの状況ではまた難しいのだろうと思います。コロ

ナのこともあってその機会が減っていたので、そういうことができなくなってしまった

という部分が課題だと思うので、今後いろいろな形でできるようになったらいいなと思

います。 
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委 員： 今、夏の研修などの資料が送られてきているので、今年の研修のテーマなどから押し

の講座があればぜひ教えていただいて職員に伝えたいと思うのですが、どうでしょう

か？目玉があれば、ぜひ教えてください。 

研究所： 今、指導主事がいろいろな分野の先生方に連絡をとって、講師の方を選んでいますの

で、これが一番というのはないので、ぜひとも先生方のご希望というか学びたいという

意欲を大事にしていただいて、今年は、人数制限も少し緩和されているのでできるだけ

対面の方で実際の場所で聞いていただけたらと思います。 

研究所： どれも目玉ですが、当研究所の職員も講師としてお話させていただきますので、ぜひ

ともそちらにもご参加いただければと思います。 

委 員： 去年は、コロナのこともあって人数制限もあってなかなかたくさんの先生方が参加す

ることはできませんでした。でも、今年は去年よりも増やしていただいているのですね。 

研究所： はい。今年は、少しでもたくさんの先生方にご参加していただきたいと思い、人数を

増やしてご案内しております。今後また、感染状況を見てということにはなりますが。 

会 長： ライブ配信も検討されるということでしたね。今はもう、結構いろいろなところでハ

イブリッドなやり方というか、実際に対面で行いながらライブ配信というのが主流にな

っていますね。 

委 員： 今日もまた感染レベルが下がっているようですね。野球とかを見ているとかなり動員

もされてきていますね。 

研究所： マスクなども外して活動してよいとなってきていますね。 

会 長： この研修講座では、前にも一度、テーマやニーズとかに合わせて、希望の多いところ

などを中心にやっていただいているとお聞きしました。それで、少し聞き逃したのかも

しれないですが、オンライン講座も今年は継続してされるのですか？ 

研究所： はい。インターネットで見ていただける「NITS」のオンライン講座を先生方には、ご

案内させていただいています。 

会 長： 先程の口頭の事業説明の中では、そうお話されていたのですが、資料の中にそのこと

が掲載されていないので、ぜひそれも掲載してください。せっかくしていただいている

取組ですので、ここへ掲載してください。 

会 長： 他にご意見いかがですか。 

委 員： 今までの研修会、研究会、分科会などはワンパターンのものばかりでした。ところが、

コロナのことが広がってから、私が担当してものでもできないということが増えました。

それでも、何とかやっていこうと思っていろいろなところに聞いてみました。そうする

と、結局アンケートという形でいろいろなところの状況を把握していきました。それを

２年、３年と続けてきますと変化が出てきたのです。最初の頃は、コロナが恐ろしいの

でとにかく集まらない、中止ということが多かったです。ところが、今年あたりは、い

ろいろなパターンを考えられて、この場合ならオンラインでやるとか、この場合ならみ

んなで一緒にやっていくとか、柔軟な対応で実施されるようになったという報告が上が

ってきました。おそらく学校でも、これから先、いろいろなパターンが出てくるのでは

と思います。一番適切なパターンが何だろうということを頭に置きながらされるのだと

思います。これはまさに、この研究所のスタッフの皆さんが取り組まれている一番いい
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場所で一番効果的な方法をやっていくということと同じだと思います。そういう意味で

は、コロナが私たち人間に考える機会を与えてくれたのかなと思います。教育でも、や

はり柔軟なパターンというのが必要になってくると思います。先生方のご苦労も遠目か

ら感じているところです。現場では、もっといろいろなことを考えておられるのだろう

ものが出てくるのではないかと期待しております。 

研究所： 学校からも、先程おっしゃっていただいたように、前は人数制限をして活動も制限さ

れていたのですけれども、今年は少しそういったことも緩んできているのかなと思いま

す。また、教員の免許更新制度がどうやらなくなるということで、やはりこれから研修

などそれに替わるものを実施するようにということも言われていますので、研修で先生

方がこれからもしっかりと学んでいただけるように当研究所でも取り組んでまいりたい

と思っています。 

会 長： ７ページのところの研修奨励事業に関してですが、先程の説明では６月に論文作成講

習会、８月に研究発表大会・教育講演会を実施されるということでした。これらは、先

生方のご支援をいただくということで、研究所が行う事業、取組になると思いますので、

せっかくしていただきますので、文字としてこの資料にも残していただきたいなと思い

ます。もちろん、報告のところでもかまわないのですが、きっとこの取組を実施されて

効果があがるものと思いますので、そういうものとして捉えていただきたいと思います。 

     他にご意見はありますでしょうか？ 

委 員： この「わたしたちの草津」というものは、主に中学年の社会科というのをイメージし

て作られているのですね。かつては、環境や自然などもイメージして副読本を作られて

いたこともあったのですが、そういうものは今のところ予定はないのでしょうか。 

研究所： はい。今のところはそういう予定はございません。よくご存じでらっしゃって、教科

書センターには、今までの歴代の先生方が作ってくださった自然のことであったり、歴

史のことであったりする副読本がたくさんございます。 

会 長： 自然に関しては、県で作られているものはありますね。環境に関するものになると思

いますが。草津のオリジナルという意味では、今は作られる予定はないということです

ね。 

委 員：どうしても、中学年の子どもたちと地域の課題や地域のものについて知っていくという

のは必要だと思うのです。環境についても琵琶湖があるので学んでほしいのですが、環

境というのはいわゆる教科書というのにはなれなくて、やはり副読本が必要になってく

るのではないかと思うのです。そういう意味で、人権の問題でもいろいろな課題がある

けれども、その地域ごとの課題に応じた取組をしなさいという流れがあるのではないか

と思います。それこそ、大枠の課題ではなく、その場所その場所の課題を見つめること

が大事なのではないかなと思います。 

委 員： 私も何年か前に副読本「ふるさと草津の人物」の編集委員をさせてもらいまして、取

材などをさせていただいて、編集作業に携わりました。本校では、まだその副読本を社

会科の延長として活用してくださっていますが、やはり「わたしたちの草津」の使用頻

度に比べたら活用は少ないです。３，４年生の社会はやはり草津のことを学んでいくの

で、教科書は全国的なことを書かれていますが、この副読本には草津のことが詳しく書
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かれているので、市内のどこの学校も使われています。でも、「ふるさと草津の人物」の

方は、そこまで知られていないこともあって、やはりだんだんと使われなくなってきて

いるように思います。 

研究所： ただ、道徳などの地域教材として使っていただいている場面はまだありますし、あの

内容を読んでいただけると地域の人についてよく分かっていただけますね。 

委 員： 「ふるさと草津の人物」は今でも、私たちは活用していますよ。いろいろ分かりやす

いですから。 

委 員： そうですか。ありがとうございます。 

会 長： ここまで、十分な話し合いをしていただけたかと思います。 

それでは、今、ご説明いただきました事業①から⑤について、これらを令和４年度の

事業としてこの運営委員会で承認するということを諮りたいと思います。ご承認いただ

ける方は挙手をお願いします。 

 

 委員全員が挙手  

 

ありがとうございます。全員ご賛同いただけましたので、承認とさせていただきます。

これで司会を下ろさせていただこうと思います。ありがとうございました。 

 

研究所： 会長、ありがとうございました。運営委員の皆様におかれましても、慎重なご審議、

ありがとうございました。次回、第２回の運営委員会は、令和４年２月２日に実施いた

します。同じく午後３時３０分より予定しておりますので、ぜひご参加をよろしくお願

いいたします。 

いろいろな角度からご意見いただきまして、大変ありがたく、今後の参考にさせてい

ただきたいと思います。今後とも、教育研究所の活動にご支援いただければ幸いに存じ

ます。本日は、ありがとうございました。 


